
、
冒
頭
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

及
び
24
年
の
闘
い
が
終
結
し
、
半
ば

で
亡
く
な
ら
れ
た
闘
争
団
の
方
へ
の

黙
祷
を
行
な
っ
た
。
司
会
の
高
木
宏

執
行
委
員
は
、
渡
邊
委
員
長
が
大
会

を
欠
席
の
た
め
、
大
会
で
の
執
行
部

の
分
担
を
説
明
。
司
会
の
挨
拶
で
は
、

24
年
に
及
ぶ
採
用
差
別
事
件
の
闘
い

は
家
族
や
共
闘
の
仲
間
の
支
え
、
意

見
の
違
い
が
あ
っ
て
も
一
枚
岩
で
本

部
を
支
え
て
き
た
こ
と
、
組
織
の
団

結
が
継
続
の
大
き
な
要
因
と
述
べ
た
。

そ
し
て
、
今
大
会
の
意
義
は
、
こ
の

闘
い
の
成
果
を
次
に
活
か
し
、
原
点

に
立
っ
て
職
場
や
地
域
で
闘
う
こ
と
、

と
し
て
積
極
的
な
討
論
を
要
請
し
た
。

議
長
に
静
岡
地
本
の
鈴
木
正
代
議

員
を
選
出
し
て
大
会
は
進
行
し
た
。

執
行
委
員
会
を
代
表
し
て
北
山
副

委
員
長
が
挨
拶
し
た
。

来
賓
の
交
運
共
済
東
海
事
業
本
部
・

今
村
謙
一
本
部
長
は
、
「
東
日
本
大

震
災
や
静
岡
・
東
部
地
震
で
国
労
の

加
入
者
に
給
付
を
し
て
い
ま
す
。
今

こ
そ
助
け
合
い
の
共
済
で
す
。
5
カ

年
計
画
が
今
年
ス
タ
ー
ト
し
、
皆
様

の
事
務
手
数
料
な
ど
を
削
ら
ず
に
推

進
し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

次
に
、
国
労
本
部
よ
り
田
中
博
副

委
員
長
が
採
用
問
題
の
終
結
な
ど
を

説
明
し
、
真
子
書
記
長
が
第
80
回
全

国
大
会
で
決
定
し
た
方
針
を
述
べ
た
。

闘
争
団
か
ら
の
発
言
で
、
野
田
洋

子
さ
ん
は
「
闘
争
団
解
散
後
も
地
域

の
仲
間
と
闘
っ
て
ほ
し
い
。
夫
は
非

正
規
雇
用
、
外
国
人
労
働
者
の
問
題

に
関
わ
っ
て
い
た
。
国
労
も
そ
う
し

た
仲
間
と
の
連
携
を
持
っ
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
た
。

続
い
て
上
野
書
記
長
か
ら
経
過
報

告
と
運
動
方
針
の
提
案
が
あ
り
、
真

壁
財
政
部
長
か
ら
10
年
度
決
算
報
告

を
受
け
た
。

方
針
討
議
は
19
名
の
代
議
員
が
発

言
し
、
Ｊ
Ｒ
採
用
差
別
事
件
の
闘
い

の
財
産
を
引
き
継
ぐ
今
後
の
運
動
、

東
日
本
大
震
災
の
支
援
の
取
り
組
み
、

職
場
の
災
害
対
策
の
課
題
、
春
闘
の

諸
行
動
、
組
織
拡
大
に
向
け
た
職
場
・

分
会
の
取
り
組
み
、
機
関
紙
活
動
、

専
任
社
員
の
諸
問
題
、
安
全
の
問
題

と
地
域
共
闘
、
花
粉
症
や
熱
中
症
対

策
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
や
社
保
庁
の
解
雇
撤
回

の
支
援
、
出
向
社
員
の
実
態
、
年
休

が
取
れ
な
い
運
転
職
場
の
実
態
、
原

発
事
故
の
問
題
、
地
域
・
利
用
者
と

の
連
携
と
共
闘
な
ど
の
報
告
や
意
見

が
出
さ
れ
た
。
本
部
へ
の
質
問
に
は
、

本
部
・
田
中
副
委
員
長
及
び
真
子
書

記
長
が
答
弁
し
た
。
代
議
員
の
発
言

を
受
け
答
弁
と
集
約
を
上
野
書
記
長

が
行
い
方
針
が
決
定
し
た
。

役
員
改
選
で
新
執
行
部
が
選
出
さ

れ
、
東
海
本
部
委
員
21
人
も
選
出
。

ス
ト
権
は
代
議
員
全
員
の
賛
成
で

確
立
し
た
。
特
別
決
議
と
大
会
宣
言

を
採
択
し
、
最
後
に
小
川
青
年
部
長

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
た
。
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国
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東
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東海エリア本部

東

京

都

港

区

新

橋

５

ー
15

ー

５

交
通
ビ
ル
３
階

発
行

責

任

者

渡

辺

良

成

編

集

責

任

者

細
木
義

孝

24年の経験を活かそう！

東
海
本
部
は
８
月
６
日
、
名
古
屋
・
労
働
会
館
で
第
26
回
定
期
大
会

を
開
催
し
た
。
大
会
で
は
、
方
針
討
議
で
19
名
が
発
言
し
、
①
鉄
道
業

に
ふ
さ
わ
し
い
労
働
条
件
の
獲
得
、
②
「
仕
事
・
職
場
総
点
検
運
動
」

や
「
職
場
三
大
要
求
運
動
」
を
強
化
・
活
性
化
し
、
組
織
拡
大
を
通
年

の
闘
い
と
す
る
、
③
社
保
庁
や
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
不
当
解
雇
撤
回
な
ど
、
国
民

の
生
活
と
権
利
を
守
る
取
り
組
み
、
④
憲
法
改
悪
、
自
衛
隊
の
海
外
派

兵
反
対
な
ど
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
活
動
、
⑤
東
日
本
大
震
災
の
早

期
復
興
と
被
災
者
の
全
面
救
済
、
原
子
力
発
電
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
、
⑥
12
春
闘
勝
利
に
向
け
て
、
職
場
・
地
域
か
ら
闘
い
を
積

極
的
に
取
り
組
む
、
な
ど
の
運
動
方
針
を
決
定
し
た
。

役
員
改
選
で
新
役
員
が
選
出
さ
れ
、
第
５
回
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
で
は
、
東
部
支
部
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

第26回東海本部定期大会

方
針
討
議
で
19
名
発
言

北山雅人副委員長が委員長を代行して挨拶

不
採
用
事
件

鈴木正(静岡)議長
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執
行
委
員
長

渡
邊

良
成

副
執
行
委
員
長

北
山

雅
人

書

記

長

上
野

力

執

行

委

員

高
木

宏

 

山
崎

明
彦

川
畑

昭
二

木
村

智
之

鈴
木

啓
二

細
木

義
孝

一
柳

弘
一

特
別
執
行
委
員

加
藤

広
明

会
計
監
査

土
田

健
一

会
計
監
査

矢
部
康
一
郎

総
・
財
部
長

真
壁

茂
重

調
査
部

長

小
山

謙
二

組
織
部

長

杉
本

洋
一

国
労
北
海
道
本
部
、
東
日
本
本
部
、

西
日
本
本
部
、
四
国
本
部
、
九
州
本

部
、
九
州
本
部
よ
り
お
祝
い
と
連
帯

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

11
年
度
東
海
本
部
委
員
21
名
が
以

下
の
通
り
選
出
さ
れ
た
。

◎
新
幹
線
地
本
（
12
名
）

千
葉
愛
一
郎
（
東
京
駅
）
、
吉
沢

毅
（
東
京
第
二
運
輸
所
）
、
山
手
次

敏
（
東
京
仕
業
検
査
車
両
所
）
、
桐

生
勝
（
東
京
仕
業
検
査
車
両
所
）
、

栗
田
浩
（
大
井
保
線
所
）
、
池
田
卓

司
（
品
川
電
力
所
）
、
田
中
康
夫

（
掛
川
信
通
所
）
、
那
賀
英
徳
（
大

阪
仕
業
検
査
車
両
所
）
、
吉
岡
勝
善

（
鳥
飼
電
力
所
）
、
小
泉
司
（
大
阪

第
二
運
輸
所
）
、
嵯
峨
山
和
幸
（
新

大
阪
駅
）
、
森
山
康
弘
（
栗
東
保
線

所
）

◎
静
岡
地
本
（
４
名
）

福
田
哲
久
（
富
士
駅
）
、
中
村
正

（
焼
津
駅
）
、
田
村
隆
浩
（
静
岡
総

合
鉄
道
部
）
、
池
谷
諭
（
磐
田
駅
）

◎
名
古
屋
地
本
（
5
名
）

大
金
健
二
（
稲
沢
機
関
区
）
、

浜
島
由
起
夫
（
名
古
屋
保
線
区
）
、

土
屋
恵
輔
（
Ｃ
Ｍ
Ｃ
）
、
加
藤
修
一

（
多
治
見
保
線
区
）
、
木
下
淳
治

（
瑞
浪
駅
）

大
会
代
議
員
の
発
言
及
び
大
会
前

日
開
催
の
国
鉄
労
働
会
館
「
学
習
会
」

は
次
号
に
掲
載

東
海
本
部
大
会
で
北
山
副
委
員
長
は
要
旨
以
下

の
挨
拶
を
し
た
。

多
く
の
人
が
被
災
し
、
国
労
組
合
員
２
名
も
犠

牲
に
な
っ
た
。
悲
し
み
を
乗
り
越
え
、
復
興
に
向

け
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
。

震
災
で
駅
舎
や
線
路
も
津
波
に
流
さ
れ
、
復
興

に
は
「
新
線
建
設
」

程
と
い
う
。
ま
た
、

首
都
圏
で
震
災
当
日

の
帰
宅
難
民
、
計
画

停
電
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
、
節
電
で
電
車
の
間
引
き
や
運
休
も
あ
る
中
、

貨
物
列
車
の
給
油
が
被
災
地
を
勇
気
づ
け
た
。

福
島
第
一
原
発
事
故
は
、
中
曽
根
が
進
め
て
き

た
原
発
推
進
が
招
い
た
事
態
。
脱
原
発
、
代
替
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
。

国
労
は
震
災
発
生
直
後
に
対
策
本
部
を
設
置
し
、

被
災
地
へ
の
支
援
活
動
を
行
っ
た
。
各
機
関
と
組

合
員
・
家
族
の
力
で
支
援
が
行
わ
れ
、
被
災
地
の

組
合
員
か
ら
は
「
国
労
に
い
て
良
か
っ
た
」
の
声

が
返
っ
て
き
た
。
国
労
の
力
を
発
揮
し
た
。

09
年
の
台
風
に
よ
り
不
通
の
名
松
線
の
早
期
復

旧
な
ど
、
安
全
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
公
共
交

通
を
め
ざ
し
た
取
り
組
み
が
必
要
。
ま
た
、
今
回

の
大
震
災
の
影
響
に
よ
る
景
気
後
退
、
輸
送
力
が

減
る
中
、
Ｊ
Ｒ
会
社
が
主
張
す
る
「
低
コ
ス
ト
化
」

と
そ
れ
に
よ
る
安
全
問
題
に
つ
い
て
も
敏
感
に
注

視
す
る
こ
と
が
必
要
。
職
場
を
基
本
に
し
、
仕
事

総
点
検
な
ど
の
運
動
を
推
進
し
、
安
全
輸
送
と
職

場
改
善
と
組
織
の
拡
大
を
め
ざ
そ
う
。

採
用
差
別
事
件
は
、
24
年
間
不
当
な
差
別
事
件

と
対
峙
し
、
闘
っ
て
き
た
教
訓
を
今
後
の
国
労
運

動
に
反
映
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

東
海
本
部
委
員
を
選
出

職
場
を
基
本
に
闘
い
を
進
め
よ
う

第５回機関紙コンクール表彰

機関紙コンクールは、支部･分会か
ら多数の応募があり、7月の東海本部
執行委員会で選考し、大会で表彰。

最優秀賞 東部支部

教宣部長賞 大阪電気所分会

優 秀 賞 小田原保線所分会◆浜
松支部◆東京車両所分
会◆美濃太田分会

努 力 賞 東京駅分会◆富士分会
◆沼津運輸区分会◆静
岡支部◆名古屋分会

最優秀賞は東部支部

北
山
雅
人
副
委
員
長
の
挨
拶
（
要
旨
）

大
会
メ
ッ
セ
ー
ジ

退
任
さ
れ
た
役
員

新
執
行
部
を
決
定

震
災
支
援
で
国
労
の
力
を
発
揮

脱
原
発
、代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て

職
場
改
善
・
安
全
輸
送
・
組
織
拡
大
を

24
年
の
教
訓
を
今
後
の
運
動
に

北山副委員長の挨拶


